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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は心臓予後予測24時間心電図指標の健常値(正常値)や至適計測方法を定
めることと、これらを組み合わせた独自の心臓の予後予測スコア表を作成し心不全患者の心突然死を予知に役立
てることである。24時間心電図指標のうちT波オルタナンス値は19,9μV以下、心室期外収縮は366/日以下が健常
値であった。24時間心電図指標のうち加算平均心電図に関しては日内変動を有し、LAS40が最長の時に測定する
と精度が高く、加算回数が多いほど検査精度が高くなることが明らかになった。今後、症例登録数を増加させ心
突然死予測スコア表を完成させ、心不全の治療や再発に役立てる研究に役立てることが望まれる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the normal values of 24-hour ECG 
indices for cardiac prognosis and the optimal measurement method, and to create an original cardiac 
prognosis score chart combining these indices for the prediction of sudden cardiac death in heart 
failure patients, Among the 24-hour ECG indices, the signal averaged ECG had diurnal variation, and 
the accuracy was higher when LAS40 was measured at the longest time, and the test accuracy was 
higher when the number of additions was greater. It should be needed that the number of cases 
enrolled in the study will be increased to complete the sudden cardiac death prediction score table,
 which will be useful for research on the treatment of heart failure and recurrence of heart 
failure.

研究分野：循環器内科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今後、本研究結果を用いて精度高く侵襲が少ない心電図検査や採血によって心臓の状態を詳しく把握することが
できます。また、爆発的に増加が予測される心不全患者さんの予後の予測に役に立てることが出来ます。心不全
による再入院の予測も可能となるうります。心臓の予後予測スコア表で現在の心臓の評価を行い、心不全の治療
や再発防止にも役立てます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



本研究の目的は心臓予後予測 24 時間心電図指標の健常値(正常値)や至適計測方法を定
めることと、これらを組み合わせた独自の心臓の予後予測スコア表を作成し心不全患者
の心突然死を予知に役立てることである。以下の 1)-4)の事項が本研究で明らかになっ
た。 
 
 
1)T 波オルタナンスの正常値 
24 時間心電図指標のうち T 波オルタナンス値は 19,9μV 以下(ノイズレベル 10µV の
場合)、T波オルタナンス値は 23.6μV以下(ノイズレベル 20µVの場合) 

 
 
 
2)心室期外収縮の正常値は 366/日以下が健常値であった。 

 
 
 
3)24 時間心電図指標のうち加算平均心電図に関しては日内変動を有し、LAS40 が最長
の時に測定すると精度が高い事が明らかとなった。 
 



 

 
 
4) 加算平均心電図は加算回数が多いほど検査精度が高くなることが明らかになった。 
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